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● お詫びと訂正

よくわかる電験合格指南シリーズ①

理 論 正誤表

① p３９ 最終行「表すといっ方」→「表すといった方」

② p５２ １１行目「図３４」→「図３７」

③ p６３ ７行目 Q の単位〔W〕→〔var〕

④ p１０９ ４行目 電圧コイルの持続 → 電圧コイルの接続

⑤ p１３５ ５行目 起電力の大きさ→起電力の向き

⑥ p１４５ 表５ 透磁率の単位〔H－１〕 → 〔H／m〕

導電率の単位〔S〕 → 〔S／m〕

⑦ p１５２ 下から９行目「図１１３」→「図１１８」

⑧ p１５９ ４行目以降 ∴M＝－０．００７５〔H〕＝－７．５〔mH〕となりますが大

きさだけを考えるときは符号のマイナスは考えなくてよいので，�５

が正解となります。

⑨ p１６２ １行目「磁路のの平気長さ」→「磁路の平均長さ」

⑩ p２１２ 式（５．７）α０＝
�

｜T－M｜
T

×１００ → α０＝
�

｜T－M｜
M

×１００

⑪ p２３６ 図１６８の下の図の VCBの極性を逆に（電池の上側をプラスに）

⑫ p２３９ １０行目 ２（０．６９９＋１）→２０（０．６９９＋１）

⑬ p２３９，p２４０ 「ちょっと数学⑥」→「ちょっと数学⑦」

⑭ p２４３ 例題７７の３行目 RC → RL，hie＝１．０００〔Ω〕→ hie＝１０００〔Ω〕

⑮ p２４６ 問題１２バイアス抵抗 RB〔Ω〕 → 〔kΩ〕
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よくわかる電験合格指南シリーズ②

電 力 正誤表

① p３４ 下から６行目 ランナ出口の圧量 → 圧力

負圧力 → 圧力

② p３８ １～２行目

式（１・７）・N＝
１２０f

p
（１－s）〔rpm〕 → N＝

１２０f

p
〔min－１〕

「sはすべりですので」を削除

③ p７７ 図３０中タービン効率

ηT → ηt，

タービン実効率 → タービン室効率

④ p１１６ 表４ 「六ケ所村の位置」 → 「施設概要」

⑤ p１２１ 下から４行目 無効電力を Xとすると →無効電力を Qとすると

⑥ p１２９ 下から３～２行目を

図４７と図４８では，同期発電機の図４６（前テーマ参照）のときと逆に，電流

や電力の向きを系統から同期機への向きを正としています。

⑦ 図４７ 進み力率のベクトル図を図のように訂正します。（p．１２９）

図４７ 同期調相機の力率と無効電力調整
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⑧ 図４８ 進相の P＋jQ → P－ jQ，遅相の P－jQ → P＋ jQ

⑨ p１４９ 表７ 「設備保護」 → 「後備保護」

⑩ p１６３ 例題６１ ３行目「出力電力」 → 「出力電圧」

⑪ p１６５ 図６６ ％Z３＝１０％ → ％Z２＝４５％

⑫ p２２１ ６行目 高長波対策 → 高調波対策

⑬ p２２３ 図１０１中の「j２４Ω」 → 「j２．４Ω」

⑭ p２２９ ７行目 接地コンデンサ（ZPC） → コンデンサ形接地電圧検出装

置（ZPD）

⑮ p２３４ 下から４行目 ２種類の電力 → ２種類の電圧

⑯ p２３６ 図１１２�a 「 」（左向き） → 「 」（右向き）

⑰ p２４４ 図１１７ 「ネットワーク線」 → 「ネットワーク母線」

⑱ p２４５ 図１１８ プロテクタ遮断器の指す矢印は，変圧器ですからその下の

機器に変更します。
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図１８ L型等価回路

よくわかる電験合格指南シリーズ③

機 械 正誤表

① 目次 ちょっと数学⑨ 三角関数の性質……p９ → p６９

② p２３ 図７�a 磁石 Sの上「○×○×○×」 → 「○�○�○�」

③ p３８ ６行目 「同期速度 Nsより低い速度 Ns」 → 「同期速度 Nsより低い

速度 N」

④ p４８ 図１８を訂正します。（g０，b０の回路）

⑤ p４９ 式（１．５３）「η＝
P２

P１
」 → 「η＝

P０

P１
」

⑥ p４９ 式（１．４８） I１ → I１′

⑦ p６２ ９行目 N１φ＝L１i０ → N１Φ＝L１ I０
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⑧ p６２ 図２５ ２次側の電流の方向（矢印）が逆

⑨ p６２ １０行目の式（１．６６）及び最終行の式の i０ → I０

⑩ p６３ １～２行目の式 i０ → I０

⑪ p９７ 図４１の下３行目の式

Ks＝
if１

if２
＝
５４
if２
＝

�����

７５０ Is

11000�
３×６．６

In

＝
７５０×６．６×

�
３

１１０００

⑫ p９９ １２行目 En＝
６６００�
３
＝３．８１０〔V〕 → ３８１０〔V〕

⑬ p１１２ ９行目 Bm＝
E１
KfE

→ Bm＝
E１
Kf

⑭ p１３８ （２．７） → （２．１８）

⑮ p１４１ 式（２．３１）の下２行を「ところが管中の水の速度 v〔m／s〕は，ポン

プの回転速度 N〔r／min〕に比例します」に全面訂正します。

⑯ p１７８ 下から６～７行目「とちらも安定ですね．」 → 「どちらも安定で

すね．」

⑰ p２１３ 下から３行目「光源の単位を」 → 「光源の単位」

⑱ p２１４ ３行目 入射光速 → 入射光束

⑲ p２６１ 図１４４のバックフィルの説明文の中で「接続」 → 「接地」

⑳ p２６９ 下から５行目の式を次のように訂正します。（ が脱落）

（１１１１１１１１）２＝１×２７＋１×２６＋１×２５＋１×２４＋１×２３＋１×２２

＋１×２１＋１×２０＝２５５

◯２１ p２９３～２９４ �６ →�７，�７ →�８，�８ →�９，�９ →�１０
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よくわかる電験合格指南シリーズ④

法 規 正誤表

テキストの本文及び例題の中で「通商産業大臣」→「経済産業大臣」，「通商産

業局長」→「経済産業局長」，及び「通商産業省令」→「経済産業省令」と読み

替えて下さい。

① p２９ ２行目「３，７２０」 → 「４，７２０」

４行目
１８，０００�

１８，０００２＋３，７２０２
→

１８，０００�
１８，０００２＋４，７２０２

② p３６ 下から４行目 定格負荷損の → 定格負荷時の

③ p４５ 下から１，３行目 「発電」 → 「逆送」

図１４ 「送電電力量」 → 「逆送電力量」

④ p９５ 最終行「電気主任技術者でも」 → 「電気主任技術者のみで」

⑤ p１０９ 例題３０ 選択肢�２ の�ア５００ → １０００

⑥ p１１８ 図３５を次のように訂正します。（次頁に掲載しましたので，切り抜

いて本文に貼って下さい。）

⑦ p１１９ 図３５中「用品の制定」 → 「用品の指定」，

「技術基準の判定」 → 「技術基準の制定」

⑧ p１３４ 例題４０「三相３式」 → 「三相３線式」，

例題３９「B種設置工事」 → 「B種接地工事」

⑨ p１５０ 一番最下行「均引張」 → 「均張力」

⑩ p１６５ 第４２条第２項「誘電作用」→「誘導作用」

⑪ p１６６ 条文抜粋「最大電力１０００kw以上又は」を削除 ２カ所

⑫ p１８７ 下から２行目「非常調速機」 → 「非常調速装置」

⑬ p２２７ 問題１７ �ア 〔m〕 → �ア 〔cm〕

⑭ p２３２ 例題６９ ７行目「 �ア 」 → 「 �ア 風圧荷重」

８行目「海岸地方」 → 「海岸地」

⑮ p２３５ ２行目「許容引張強さ」 → 「許容引張荷重」

⑯ p２３７ ９行目「許容引張強さ」 → 「許容引張荷重」



電気用品取締法の体系図（現行）�
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⑰ p２３９ ３行目「２．３kN以上のもの」の前に「引張強さ」を挿入

⑱ p２３９ 下から３行目「耐熱銅合全線」 → 「耐熱銅合金線」

⑲ p２６３ 下から６行目「定格電流〔A〕」 → 「定格電流６０〔A〕」

図３５ 体系図


